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し

埋蔵文化財は、過去の人 々が営んだ生活の証拠です。阪南町にも二十数ケ所

の埋蔵文化財の包蔵地が知 られてお り、国および府の補助を受けて発掘調査 を

実施してきました。

昭和 60年度は、 田山遺跡・神光寺遺跡で発掘調査 を行いました。田山遺跡

は、縄文時代以降の包蔵地 として知 られており、特に中世期の蛤壷を大量に出土

したことから、当時において漁労集落の性格 をもっていたと考 えられています。

今年度の調査でも、蛤壷の破片や土錘等が出土しました。一方ヽ神光寺遺跡は、

寺院跡の推定地である他、弥生時代から近世期の包蔵地で、以前の調査では弥

生時代の方形周溝墓等が確認されています。今年度の調査では、中世期の建物

跡等が検出されました。

ここに、これらの調査の概要を報告いたします。この報告書が埋蔵文化財の

保存や保護、そして住民の皆さんが自分の故郷を知る上で少しでも役立ててい

ただければ幸いです。

最後に調査にあた り御協力をいただきました土地所有者の方々をはじめ、調

査を担当していただいた大阪府教育委員会の方々、関係者各位に厚 く御礼申し

上げます。

昭和 61年 3月

阪南町教育委員会

教 育 長  庄 司 菊 太郎

きがは



例 ロ

本書 は、阪南町教育委員会 が昭和 60年 度

国庫補助事業 として計画 し、社会教育課 が

実施 した阪南町所在、田山遺跡 ほかの緊急

発掘調査報告書で ある。

調査は大阪府教育委 員会文化財保護課 、松

村隆 文・森屋直樹両技師 の派遣 を受 け、昭

和 60年 4月 1日 に着手 し、昭和 61年 3

月 31日 終了 した。

調査 の実施 にあた っては、土地所有者等関

係者各位か ら協力 を受けた。 ここに記 して

感謝 の意 を表す る。

本書の執筆 は松村、森屋、三好義三 が行 い、

文責は来末に記 した。編集 は松村 、森屋 が

行 った。
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1章 調査に至 る経過

阪南町は南北に細長い大阪府にあって、南端に位置し、大阪北部の都市化 と

対照的に田園風景の拡がる所である。第二阪和国道の整備や、空港建設計画に

伴 って、近年泉州方面、 とりわけ泉南地域での開発が活発化をみせてお り、阪

南町域でも、除 々にではあるがこういった動きがみ られるようである。 こうい

った状況下において、阪南町は昭和60年度より、国庫補助事業 として開発に伴

う埋蔵文化財発掘調査を行い、遺跡の保護 と解明を図ることになった。

今年度の発掘調査は別表に示す通 り、田山遺跡 と神光寺遺跡の 2遺跡である。

田山遺跡は阪南町箱作に、神光寺遺跡は阪南町石田に所在する。 どちらも古 く

か らの「村 」の周辺で個人住宅の新築や、分譲住宅等の開発が主である。空港

建設に伴 う土取場の開発や、主要幹線道路の拡充がなされるにつれて、今後新

規遺跡の発見等も予想され、発掘調査件数も増加するものと思われる。

Na l   調    査    地   1土 木工事等の目的

阪南町箱作 1811 ビニールハウス麒

神光寺遺跡 阪南町石田 260の 4

阪南町石田 212の 1他
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土早 歴 史 的 環 境

大阪府泉南郡阪南町は、北に大阪湾 をのぞみ、南には東西に連なる和泉山脈

がせまってお り、東西に細長い低位台地上に立地する。東は男里川によって泉

南市と、西は田山川によって岬町 と町域 を区画しでレヽる。

阪南町の歴史の幕明けは旧石器時代に湖る。玉田山遺跡、蓮池遺跡からは有

舌尖頭器の出土が知 られている。

縄文時代になると玉田山遺跡、蓮池遺跡の他に寺田山遺跡、岩崎山遺跡、石

田山遺跡等があ り(そ れぞれ遺物の出土や採集が知 られているが、十分な発掘

調査が行われていないため判然 とし難い。 叉、 田山遺跡の調査では、 石器 が

数十点出土してお り、その内何点かは晩期に属するものである。しかし、隣接

する岬町淡輪遺跡では、後期～晩期の竪穴住居址が検出されてお り、田山遺跡

か らも同様な集落の存在は十分に考 えられる。

弥生時代には、神光寺遺跡か ら中期の方形周溝墓が検出されているほかは知

られていないが、これか らの調査で集落部分が検出されるであろ う。周辺では

泉南市男里川流域の男里遺跡が弥生時代の集落遺跡 として知 られている。

古墳時代には岬町に宇度墓古墳や西陵古墳 といった大型前方後円墳が造営 さ

れるが、阪南町でのそういった動きはみ られず、後期になって玉田山 1号墳 r

2号墳が存在する。 とりわけ 1号墳は横穴式石室を有し、府史跡に指定されて

いる。しかし、こういった古墳を築造した集団の存在は明 らかにはされてお ら

ず、今後集落の存在の確認がまたれる。

奈良時代以降は、神光寺遺跡、田山遺跡等があげられる。神光寺遺跡では、

平安後期か ら中近世にかけての瓦の出土が知 られてお り、付近に寺院跡の存在

を裏付けるものである。叉、田山遺跡か らは奈良、平安時代から中世に至る土

器、蛤壷、製塩土器等が出土してお り、海岸沿いの遺跡 としての特徴を持 って

レヽる。

各時代ごとに周辺地域も含めて阪南町の遺跡を概観してみたが、なにぶん調

査例がまだまだ乏しいため、判然としない部分が多い○今後の調査に期待する

ところである。

-2-
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区

3章 調 査 成 果

1節

84-2

田山遺跡

1・ 位 置 (第 2・ 3図 )

本調査区は遺跡の北端近.く に位置し、海岸線か らは約 60π程の地点に当る。

周辺の地形は基本的には北へ緩やかに傾斜している。北側は畑 1枚 を挟んで南海

電鉄の軌道敷が走 り、西側の隣接する現在工事中の用地は、かって (財)大阪文化
すいどうみち

財セ ンターが発掘調査を実施している。 こ
躍蒻声

では南海線から通称水道道の間

を2地区として報告しているが、これによると12世 紀 と推定 される掘立柱建物の

他、暗渠、溝、ビット等が検出されている。

調査は申請地のほぼ中央に巾 2π 、長さ約 8.5π の南北方向の トレンチを設定

し実施した。

2.層序と遺物の包含状態 (第 4図 )

層序は比較的単純な様相 を示している。基本的には第 1層・耕土 (約 20")、

第 2層・黄褐色土層 (床土、約 5翻 )、 第 3層・淡黄灰色土層 (10～ 20")と続

き、第 5層・淡灰黄色シル ト層が地山である。 このうち第 3層 は北側に厚 く堆積

してお り、 トレンチの北半部では第 4層・淡黄褐色土層の薄層が介在する。この

層は中世以降の耕作に伴 う床土 と思われる。なお地山面は北へわずかに傾斜して

お り、 トレンチ南端で H.5πの標高を測るのに対し、北端では約 10"程低い。

田山遺跡調査区位置図

-4-
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第 3図  田山遺跡 84-2区  トレンチ配置図

師器では厚手の中世の蛤壷が認められる。須恵器は時期の判明するものはないが、

文化財センター調査時の出土遺物か ら考えると奈良時代に属する可能性が強い。

3.遺構と遺物 (第 4図 )

遺構は 3条の溝 とピット数個で、いずれも地山面において検出した。溝は 3条

とも東西に走 り、中世の包含層と同質の淡黄灰色土が堆積している。

SD01は 巾 45翻以上、深さ約 10"と 浅 く、遺物は土師器の細片が少量出土

しているのみであるO SD02は 巾 35～ 60"、 巾約 10御 を測る。出土遺物は

少ないが瓦質の招鉢、蛤壷等が含まれている。 SD03も 巾約 30"、 深± 5～

10物 の小溝で、土師器の細片が数点出土しているにすぎない。以上の 3条の溝は

ほぼ平行に走 り、また現在の土地区画とも合致する方向に走ることから中世の耕

作に関わる遺構 と推定される。

11.5m

:黒灰色土層 (耕 土 )

2贅 lS色 土層 (床土 )

3淡責灰色土層

4淡黄褐色土層

5淡灰責色シル ト層 (地 山 )

0                                    4
m

田山遺跡 84-2区  平面図・土層図

S003〃″           s D02

◎
円
灯

そ

ゝ
゛

第 4図
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ピットについては調査面積の制約もありまとまるものはない。ただ ピット4は

径 35印 を測 る円形の ビットであるが、 底に砂岩の根石を入れているので柱穴 と

考 えられるO深 さは 10“程である。深さについては他のビットも5～ 10"と 浅

い。 ピットからの出土遺物は少なく、厳密な時期の決定は困難であるが、瓦器の

小片を含むものもあるので中世の中には収まるものと思われる。

4.小 結

今回の調査では遺構、遺物 ともに文化財センターの調査 と共通した結果が得 ら

れた。先の調査では 12世 紀代 と推定 される掘立柱建物が検出されているが、今

回の調査結果からも中世のある時期には居住地の一画であったことが推定されたO

ところで、 ビットの遺存状態か ら当該地が耕地造成の際にかな りの削平 を受け

ていると推定される。今回の調査で第 3層 とした土層は床土 と思われる薄層を挟

むことから耕作土 と考 えられるが、出土遺物が中世以前に限 られ、かつ地山上に

直接堆積することなどから、中世の時期には地下げを伴 う耕地の造成が行なわれ

たものと推定される。

(註)『 田 山遺 跡 』  (財 )大阪文化財センター

(松村 )

198341

85-1区
1・ 位 置 (第 2、 第 5図 )

本調査区は阪南町箱作 18Hに 所在するビニールハウス設営に先立つ事前調査

である。田山遺跡の東南部に位置し、周辺の調査では縄文時代の石器及び、中、

近世の瓦器、陶磁器、蛤壷、石日、五輪塔等が出土している。漁具及び蛤壺の出

田山遺跡 85-1区  トレンチ位置図
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表 ±      4 灰色砂質土層

暗灰色粘土層    5 灰 18色 粘土層

赤 16色 砂質土層   Q 暗灰ISttrt土 層

第 6図   田山遺跡 85-1区 断面図
0                              4
卜¬―¬~十~十~キ~~~― ―一――コ m

土は泉州のとりわけ海岸部では普偏的にみることができ、泉州の集落の漁村的性

格を伺いみることができよう。一方では石臼や五輪塔は製品、未製品ともにかな

りの量が出土しており、石工集団の存在が考 えられる。

2.調査の概要 (第 6図 )

調査は、 ビニールハウス基礎部分に対して行った。先ず、当該地北側に lπ幅

の南北に長い トレンチを設定し、人力で掘削を行 った。層位は上から、第 1層 耕

作土、第 2層暗灰色粘土、第 3層赤褐色砂質土、第 4層灰色砂質土、第 5層灰褐

色粘土層、第 6層褐色粘土層の順である。第 4層は遺物包含層で、瓦器、土師器、

陶磁器片や、蛤壷、土錘等の漁具、瓦等が出土している。第 5層 以下は無遺物層

でいわゆる地山である。遺構は検出されなかった。南側に対 しては確認 のため

0.5π 幅の トレンチを設定して行 ったが、基本的層位は変わ らず、遺構等の検出

はされなかった。

3.遺 物 (第 7図・図版八 )

(森屋 )

1は土師質の小皿であり、復元口径は3.3m、 同器高は 0。 8御 をはかる。調整

は内・外面とも指押さえである。胎土は 0。 5卿大の砂粒子を若干含み、色調は外

面が浅黄橙色、内面が橙色であるO焼成はやや良で比較的硬質である。

2も 土爾質の小皿であるが、一般に自土器と言われているものであるO復元口

径は 8.1翻、残存高は 1.6御である。調整は指押さえである。胎土は 0。 5～ 1.0

卿大の砂粒子を含むが、全体的にち密である。色調は外面が自橙色、内面が浅黄

橙色である。焼成は良好で、硬質であるO

3は土師質の皿で、復元口径は 13.2御、残存高は 1.9御である。調整は磨滅

が著しく不明である。胎土は砂粒子をほとんど含まず、密である。色調は外面が

浅黄橙色で、内面が自橙色である。焼成はやや良好である。

4は瓦器碗で、復元口径 12.Om、 残存高は 1.9印 である。調整は外面が指押

さえであるが、内面は磨滅が著しく不明である。胎土は lη大の砂粒子を若干含
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第 7図  田山遺跡.85-1区  出土遺物

むが、密である。色調は外面が暗緑灰色で、内面が灰赤色である。焼成は良好で

ある。

5も 瓦器碗で、復元口径 10.4印 を呈し、残存高は 1.5御 である。 調整 は磨滅が

著しく不明である。胎土はち密である。色調は外面が明灰色、内面が灰褐色であ

る。焼成はやや良好である。

6は 瓦器皿で、復元 口径 H.9印 を呈する。 残存高は 1.3御である。調整は外

面が指押さえであるが、内面は磨滅が著しく不明。胎土は lm大の砂粒子を比較

的多 く含むが、ち密である。色調は外面が浅黄橙色、内面が橙色であるO焼成は

やや良好である。

7は瓦質のす り鉢で、復元口径 31.1印 を呈する。残存高は 4.4御 である。内

面に 1～ 2卿間隔です り目が施 されている。胎土は 0.5～ 1卿大の砂粒子を含む

が、ち密である。色調は外面が暗灰色、内面が赤黒色である。焼成は良好である。
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8は 須恵器の壺である。復元口径は 7.2“、残存高は 3.0“ である。内・外面

にロクロ痕が残る。胎土は 0.5～ 1.0卿大の砂粒子を若干含むが、ち密である。

色調は外面が青灰色で、内面 も青灰色である。焼成は良好である。

9は 青磁碗の底部であると思われる。底部の復元直径は 6.8“、残存高は 1.4

御である。削 り出しの口台を有する。磁胎は灰白色で、精良である。砂粒子など

を含まない。外面の色調は明緑灰色、内面は灰白色である。焼成は良好である。

10は 平瓦である。かな り磨滅しているが、側面はヘラ削 り調整されているよう

である。凹面に摸骨痕 と思われる跡がみ られる。残存幅は 8.3御、残存長は 7.2

御である。胎土には 2.0～ 5.0卿大の砂粒子を若干含むが、全体的にち密である。

色調は凹面が暗赤灰色、凸面が赤灰色である。焼成は良好である。

11は 青磁碗で輸入品 と思われる。外面に蓮弁を施 している。復元口径は H.8翻

を呈し、残存高は 2.3御 である。磁胎は灰白色で精良である。外面の色調は明オ

リーブ灰色で、内面は明緑灰色である。焼成は良好である。

12は 施釉陶器の碗 と思われる。内・外面に釉が施 されているが、かなり剥脱 し

ている。復元 口径は 17.8御、 残存高は 3.3印である。外面の釉の色調は淡黄色

で、内面は浅黄色である。焼成は良好である。

13は 土師質の土器の底部で、器種の詳細は不明である。残存高は 2.3“、胎土

はち密、色調は外面が橙色、内面が赤橙色である。焼成は良好で硬質である。

14～ 16は 土師質の蛤壷で、一般に大型蛤壷 と称され、ま蛤等飯蛤に比して大き

い蛤 を捕獲するのに用い られたと考 えられているものである。

14は復元口径 31.1御 、残存高 4.4御 であり、外面に指圧痕が残る。 胎度は 0。

5～ 2.Om大の砂粒子を含む、外面の色調は暗灰色、内面は赤黒色である。焼成

は良好である。

15は 復元 口径 11.8御 、残存高 3.6御である。 外面に指圧痕が残 り、内面は指

ナデ調整されている。胎土はち密であるが、 0.5η大の砂粒子を若干含むO.色調

は外面が橙色、内面も橙色である。焼成は良好である。

16は 復元口径 13.0御、残存高 2.9御をはかる。 胎土には 0.5～ 2.Om大の砂

粒子を比較的多 く含む○色調は外面が橙色、内面も橙色である。焼成は良好であるO

17～ 20は土師質の土錘で、20は いわゆる有孔土錘、その他は管状土錘である。

17は 残存長 2.7“、直径 0。 75“、孔径 0.1御で、胎土はち密、焼成も良好である。

色調は赤色である。

18は 長さ 3.3翻 、直径 1.3“ 、孔径 0.25御 をはか り、 完形品である。 胎土は

1.0～ 2.Oη大の砂粒子を若干含む、焼成は良好で、色調はにぶい赤褐色である。

-9-



19は 残存長 3.4翻、直径 1.35御 、孔径 0。 2御である。胎土はち密で、焼成 も

良好である。色調は橙色。

20は 残存長 2.2“、長径 1.0“、短径 0。 8御、孔径 0。 2効である。胎土はち密

で、焼成も良好である。色調は明黄褐色である。          (三 好 )

駐 )『 田山遺跡 』    (財 )大阪文化財センター  1983年
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2節  神光寺遺跡

84-2区

1.位 置 (第 809図 )

本調査区は神光寺遺跡の中では北端に近い位置に当たる。遺跡北部域の地形は

基本的には南か ら北へ緩やかな傾斜 をもっている。調査対象地は南北に並ぶ水田

2枚分で、現状では北側の水田が約 55翻低い。 調査は幅 2πの トレンチをT字

形に配し、第 1ト レンチは 2枚の水田にわたるよう南北方向に、第 2ト レンチは

北西―南東方向に、それぞれ 16π と23π の長 さで設定した。

2.層 序と遺物の包含状態 (第 10図 ・ n図、図版第四 )

層序は北側が水田造成に伴 う削平を受けているため南北の水田で大きく異なる。

南側水田の基本的層序は、第 1層 ・耕土 (約 20")、 第 2層・淡黄褐色上層 (床

土・約 5")、 第 3層・淡灰色土層 (5～ 10")、 第 4層・淡黄灰色土層 (10～
20m)、 第 5層・灰褐色土層 (約 15“ )、 第 9層・灰茶色シル ト層と続 く。第 9

層は径 5～ 10"下 の礫を含み、部分的にその上位数"が灰黒色を呈する。なお第

9層は第 1ト レンチではほぼ平担であるが、第 2ト レンチでは南東端が北西端に

比べ 40"余 り高 く、かつ北西側に いくに従い礫 を含まない淡黄灰色シル トに漸

〃
第 8 神光寺遺跡調査区位置図
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第 9図  神光寺遺跡 84-2区  トレンチ配置図

移的に変化する。また第 5層 については地山が相対的に低い部分に堆積す る土層

で、第 2ト レンチの南東端から約 8π の付近までは認められない。

北側の水田部では約 20"の 耕土の下は直ちに第 9層 が現われた。これは先述し

た如 く水田造成の地下げによるものであろう。

次に各層の遺物の包含状態について説明したい。第 102層、すなわち耕土、

床土か らは若干の瓦器、土師器、陶磁器等の中・近世の遺物が混在した状態で出

土している。第 3層 か らは、層自体が薄いこともあって量的には少ないが瓦器椀、

土師器の小皿、蛤壷、青磁椀 (図版第七、 7)瓦等が出土しており、近世以降の

遺物は含まない。

第 4層 か らはビニール袋 2袋程の遺物が検出された。須恵器、土師器、瓦器、

黒色土器、自磁、瓦等が含まれるがいずれも細片化している。土師器の小皿、哺

壷 (3)、 瓦器椀 (50H)等 が認め られる。

第 5層中には、須恵器、土師器、瓦器、黒色土器、土錘等がビニール袋に 2袋

程包含 されていた。図示し得る遺物は少ないが第 4層 に比べると相対的に大きい

破片が多い。

須恵器では立上が りが倭少化した杯身 (1)が 存在するが、時期の判明する須恵

器では 6世紀末～ 7世紀初頭にかかるものが他に 2・ 3点存在する。土師器は大

小の皿 (2010・ 14)が認められ、底部に糸切 り痕 を残す例もある。黒色土器

(8)は 内面 と口縁部外面にのみ炭素を吸着 させた A類が多いが、 B類 もわずかに

-12-
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第 n図  神光寺遺跡 84-2区 出土遺物

認め られる。瓦器も数点のみであるが、底部片ではしっか

りした高台をもつ古いタイプのものが認め られる (9)。 有

溝式の土錘 (4)は 両端が尖 り気味の楕円形 を呈し、対向す

る 2つ の側面に溝 を設けている。長 さ 6.1御、重 さ50′ 、

灰褐色を呈し土師質であるが、硬 く焼かれている。

3。 遺 構 (図版第四 )

第 2ト レンチで検出した礫群が、検出された唯一の遺構

である。位置、方向ともに現在の畦 と合致し、径 10翻大の

ものか ら大きいものでは長さ50“程の礫が一部重なった状

態で置かれている。先の層序から言えば第 4及 び第 5層の

高さに相当する。耕地の境界ないしは畦の補強を目的 とし

たものであろう。時期については先の層位 との関係から中

世まで遡る可能性がある。

4.小 結

今 日の調査結果から得 られた 2、 3の知見についてまと

めておきたい。まず遺跡の範囲についてである。今 日の調

査地点は従来の遺跡範囲の認識では北端に位置するが、良

好な包含層が認められたことにより、遺跡の範囲はなお北

側に広がることが予想 される。

第 2に 10～ 11世紀の包含層 (第 5層 )の 存在が確認さ

れたことである。層自体は二次堆積の可能性もあるが、大

型の土器片も含むことを考えると至近の位置に当該期の居

住地が存在すると推定される。
RTの 開発の歴史の中で、10世紀がひとつの画期

であることは既に指摘されているが、神光寺遺跡もこの時期に開発の画期をもつ

-13-
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可能性が強い。

出土遺物では底部糸切 りの土師器皿の存在が注意される。 この種の土器は泉南

各地で散見されるが紀伊 と共通する手法であり、中世における土器の流通の問題

解明に手掛 りとなる遺物である。 (松村 )

(註 )広瀬和雄氏は10世紀 を「条理地割内部の開発 と再開発」が進んだ時期とさ

れている。神光寺遺跡周辺でも小規模ながら条理地割の遺存が認め られる。

広瀬和雄「中世への胎動」『 日本考古学 』6 岩波書店 1986年

85-1区
1.位 置 (第 8012図 )

本調査区は阪南町石田 260の 4に 所在する住宅建設に先立つ事前調査である。

神光寺遺跡の西北部に位置し、周辺の調査では弥生時代中期の方形周溝墓や中、

近世の遺物包含層が確認されている。

調査は擁壁工事部分に対し、幅 lπ ×長さ14π の トレンチ

＼

|

|

神光寺遺跡 85-1区  トレンチ位置図
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③

を設定し、盛土 (約

1.2π )を バ

ーー‐ックホウで掘

削した後、第

2～ 第 5層 ま

で (約40")

を人力で調査

を行 った。

2.基本層序

(第 15図 )

層序は上層

より、第 1層、

盛土・第 2層、

灰色微砂混 り

粘土・第 3層

灰黄色粘質微

砂 0第 4層、

灰褐色微砂・

第 5層、淡灰

第 12図



色微砂・第 6層黄色粘土 (

地山 )で ある。第 2層 ～第

5層中か らは、瓦器、瓦片

が出土してお り全体的に西

に向ってさがる堆積状況 を

見せる。これは蓮池上池、

蓮池 を形成する谷が西北に

派生してのびてお り、本調

査区が、その谷の東側縁辺

部に所在するためである。

3.遺  構

(第15図、図版五・六 )

SBO: 第 6層黄色粘土

(地 山 )直上で 3個の礎石

を検出した。礎石 1、 2は

ほぼ南北にのびてお り、 ト

レンチより北側に 1間延長

する建物跡を復元できる。

しかし、その大部分は トレ

ンチ外にあるため、建物の

規模は不明である。建物の

時期は包含層中の遺物より

その下限 を13世紀後半 と考

えられるが、この時期に一

般的住居への礎石建物は類

を見ないと思われる。上層

か らの柱穴の切 り込みを見

逃がしていた可能性もあり、

根石だけが残 ったのかもし

れない。礎石 2に かかる ト

レンチ断面 を精査し観察し

たが、柱穴の掘 り方は確認

出来なかった。礎石建物が

区
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その上屋 を瓦の重量によって建立させしめるものであるとすれば、当調査区から

の瓦出土量は微量であり、掘建柱建物の可能性が強いと考 えられる。

SD01
トレンチ中央やや東側で幅 0。 7π ～ 1.Oπ 、深さ 0.05π程の溝 を検出した。

埋土は第 5層 (淡灰色微砂 )で ある。浅い溝で、人為的なものとは考 えに くい。

SD02

SD01よ り派生する幅 0.2π 、深さ 0.05π 程の溝である。 埋土は SD01

同様灰色微砂である埋土中より瓦器片の出土をみる。

4.遺 物 (第 14図 )

コンテナ 1箱程の遺物が出土した。図示し得る遺物は包含層出土のものだけで、

遺構からのものはない。

小皿 (102030506)
小皿は土師質のもの (1・ 3)、 須恵質のもの (205)、 瓦器皿 (6)がある。こ

のうち底部に糸切痕のあるもの (10205)が ある。 この種の技法は紀伊地方によ

く見 られ、泉南地域でも見 られることが多い。

1昭

■理多
「

5

神光寺遺跡 85-1区  出土遺物

鐵
2

6

ゝ |ィ

~4

=ヽ====上
≡≡≡≡(77

-0-

◎
li

Cm

第 14図
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瓦器碗 (4・ 708・ 9)

(4)・ (7)は 底部のみであるが、しっか りした高台をもつ古いタイプのもの(7)と 、

やや高台の退化しているもの(4)が ある。(8)は 体部から口縁部にかけて細かな暗文

がみ られる。(9)は 体部内面にやや粗い暗文がみられる。外面には指頭圧痕 を残す。

その他 (10・ 11)

(10)は 丸瓦片である。凸面は縄 目叩きの後、横方向にナデを施こすが、完全に

縄 目痕 をス リ消してはいない。凹面は細かな布 目圧痕及びコビキ痕がみられる。

八十し砂の使用をみ られない。 (H)は 管状土錘である。

(註)『 神光寺跡発掘調査報告書 』 阪南町教育委員会  1982年

(森屋 )

4章

今回報告した調査は 60年度分も含め、 わずかに 4件であり、 田山、神光寺両

遺跡に限 られる。いずれも個人住宅建設等に伴 う小規模な調査に留まり、遺跡の

規模、性格 を解明するのには、今後の調査 を待たねばならない。本章では、両遺

跡の既応の調査をもふまえ、今後の課題を提示するだけに留めたい。また、神光

寺 85-2区 は時間的都合により本報告に掲載がかなわなかったが、本章 をか り

て簡単な説明を行いたい。

田 山 遺 跡

世量」「で[TI二塁違抒

"ξ

∬暫ξttξξξllp査
を実施しており、12

遺物は縄文時代～弥生時代の石器や奈良時代の須恵器等の出土 をみることか ら

近隣に当該期の生活空間が所在していたことを示唆する。今回の調査では新たな

知見は得 られなかったが、 85-1区 では遺物包含層は確認されたものの、遺構

は検出されず、遺跡の中心は北側に片寄るものと思われる。

め
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神光寺遺跡

先に今回報告出来なかった 85-2区 について概略 を説明する。 85-2区は波

太神社のす ぐ北側、蓮池の東側に位置する。大阪府水道部の水道管埋設工事に先

だつ調査によって確認され、 60年 10月 の遺跡範囲の拡張がなされた地点である。

基本層序は、上層より耕作土、庄土、灰褐色粘質土 (遺物包含層 )、 黄色粘土 (

地山 )の 順である。包含層中よりは、須恵器、瓦器、瓦片等が含まれる。

遺構は弥生時代後期の溝、流路、古墳時代前期～中期の流路、平安後期～中世

(鎌倉時代 )の 掘立柱建物、井戸、土坑、溝、流路等が検出された。遺物は、瓦

が大半 を占め、コンテナ約 50箱の うち 8割 を占める。 ほとんどが平安時代後期

か ら鎌倉時代のもので、その大半は、井戸枠に転用されたものである。

≦1:,皇霜貫岳
『 :よ主 子ll[1〕Iボ:鼈菅]∫I盤条召Z暑言量継繁機i:1

ている。 85T2区 では山裾 を東西にはじるV字溝 を検出した。未だに住居跡の

検出例はないが、近隣に居住空間が存在していたことは明確であろう。また、古

墳時代前期 (布留期 )～ 中期にかけての流路が検出されてお り、 コンテナ 2箱程

の遺物が出土している。かな り磨滅を受けているが、東側の玉田山遺跡では 6世

醤こ縄層TttT'重 Zi[1::脅 彙i傷毛
ク

せて考 えると、ゅ生時代中期から古

る。

奈良時代～平安時代中期の遺構遺物等は、現段階では観取しない。

平安後期～中世には遺跡範囲が拡大するようであるが、明確な集落範囲は把握

し得ない。蓮池西側には阪南町域で唯一条里制地割が観察できる。蓮池北側部分

の 84-2区、 85二 1区は遺跡北端に位置するが良好な遺物包含層が存在し、建

物跡が復元できる。そして蓮池東側では大量の瓦 (平安時代後期 )の 出土 と掘立

柱建物跡が検出されてお り、神光寺跡の所在を推定 させる。そして農業用溜池 と

しての蓮池や蓮池上池の存在がある。蓮池等の構築時期や条里制施行時期の問題

はまだまだ調査しなければならないが、溜池を中心 として、それを鎮護するため

の波太神社や神光寺、今尚条里制地割を残す水田域、そして財寸」が一体 となった

遺跡が想定される。集落域の調査は進んでいないが、現在の石田集落にラップす

る形で集落域が存在 していたのではないだろうか。

時間的制約により、挿図等の完備できない「 まとめ」 となり、甚だまとまりの

ない文章 となったが、今後の調査に役立つものが少しでもあれば幸いです。

-18-



今回の調査に参加、協力して頂いた、三好義三、藤田道子、森田優美、松井明

信の諸氏には未筆ながら感謝の意を表したい。           (森 屋 )

註 1 『 田山遺跡 』        ω大阪文化財センター  1983年

註 2 『 神光寺跡発掘調査報告書 』 阪南町教育委員会   1982年
註 3 大阪府教育委員会文化財保護課技師 松村隆文氏御教示によるO
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